
題号 "ゆいっこ"は、古くは若者たちによる共同農作業という素朴な集団の呼称として使われていましたが、

この互助精神が福祉の精神そのものと思い、社会福祉協議会広報の題名にしました。
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歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
は
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
々
が
安
心
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、毎
年
12
月
に
行
わ
れ
る
募
金
運
動
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
ほ

と
ん
ど
が
、
新
年
を
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
迎
え

る
た
め
の
費
用
と
し
て
対
象
世
帯
へ
配
分
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
義
援
金
の
一
部
は
、次
年
度
の
地
域
福

祉
活
動
資
金
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

各
種
会
費
及
び
募
金
実
績

献血バスによる血液事業

福祉教育の推進に関する事業

校内募金活動に取り組む奥中山小学校のみなさん

※義援金の使い道を示しています。

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、本
会
が
事
務
局
と
な
り

会
費
や
募
金
の
募
集
活
動
を
行
っ
た

４
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、次
の
通
り
報
告
し
ま
す
。

本
会
の
会
費
募
集
は
、
例
年
８
月
頃
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
町
内
外
よ
り
、
地
域
住

民
、法
人
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
納
入
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
本
会

の
地
域
福
祉
事
業（
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
助
成
、通
院
時
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、長

寿
祝
品
贈
呈
事
業
、
福
祉
教
育
の
推
進
に
関
す
る

事
業
等
）
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 一

戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
費
納
入
実
績

令
和
５
年
度
も
例
年
と
同
様
５
月
を
全
国
一
斉

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
増
強
運
動
月
間
と
し
、

活
動
資
金
の
募
集
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
資
金
は
、
全
額
が
日
本
赤
十
字
社
本

社
へ
送
金
さ
れ
、
各
種
活
動（
災
害
救
護
活
動
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
・
赤
十
字
講
習
会
・
国
際
救
援

活
動
等
）に
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
戸
町
分
区
に

お
い
て
も
、
小
中
学
生
が
行
う
青
少
年
赤
十
字
活

動
へ
の
助
成
や
献
血
活
動
の
実
施
、
災
害
時
救
援

物
資
の
備
蓄
等
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金
増
強
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、「
自
分
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
年
10
月
に

全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
募
金
運
動
で
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
作
る
た
め
、
乳

幼
児
と
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業
や
、
地
域
住
民
同
士
の
支
え

合
い
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
助
成
事

業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
運
動

 一般活動資金 一般活動資金
  2,343,8002,343,800円円

 戸別募金 戸別募金
2,125,8502,125,850円円

 在宅高齢者世帯 在宅高齢者世帯
2,260,0002,260,000円円

法人募金法人募金
371,450371,450円円

配分事務費配分事務費
126,000126,000円円

生活困窮世帯生活困窮世帯
336,000336,000円円

地域福祉活動地域福祉活動
事務費事務費

50,00050,000円円

大口募金大口募金
285,000285,000円円

世帯会費世帯会費
3,000,8003,000,800円円

一般世帯からの500円以上
2,000円未満の会費

一般世帯からの
募金

500円未満の
寄付金

町内の企業等
による職場内
募金活動

町内企業からの
2,000円以上の会費

例年2,000円以上の
納入実績のある企業、
小売店からの募金

例年2,000円以上の
納入実績のある
個人からの募金

町内小中学校の
児童生徒による
校内募金活動

老人クラブ、民生委員児童委員
協議会等の団体からの会費

特別会員になっている世帯、
法人からの一口2,000円の会費

町外の団体、
個人からの会費

職域募金職域募金
51,55151,551円円

障がい児・者世帯
50,000円

特別会費特別会費
174,000174,000円円

寄付金寄付金
2,4952,495円円

その他窓口その他窓口
募金等募金等

78,70278,702円円

母子・父子母子・父子
世帯世帯

80,00080,000円円

賛助会費賛助会費
82,00082,000円円

法人活動資金法人活動資金
50,20050,200円円

学校募金学校募金
90,77590,775円円

福祉団体福祉団体
等配分等配分

60,00060,000円円

団体会費団体会費
222,000222,000円円

一般世帯からの
800円以上の会費

歳末たすけあい義援金を
受け取った方から寄せられたメッセージ

 令和
5年度

報
告
報
告

2,396,495円（前年度比 △5,205円）総額3,063,328円（前年度比  ＋116,610円）総額

3,478,800円（前年度比 △38,400円）総額3,038,347円（前年度比 △37,582円）総額

育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で 23



できごとFLASH
さらなる健康長寿を祈ってさらなる健康長寿を祈って

町、町社協100歳長寿祝記念品贈呈町、町社協100歳長寿祝記念品贈呈
一戸町では今年度15名の方が100歳を迎えられ、一戸町より
年金と記念品、本会より記念品が贈呈されました。ご家族や施設
関係者の方々のご協力を頂き、お祝いの催し物が開催されました。
対象となった方のこれまでの地域貢献と長寿に敬意の念を表し

ながら、今後もますますのご健康をお祈り申し上げます。

１人１人オリジナルのパフェが完成しました。子どもも保護者も真剣勝負でゲームに挑みました。

一戸学童クラブ冬休みイベント一戸学童クラブ冬休みイベント

パフェ作りに挑戦!!パフェ作りに挑戦!!
小鳥谷ふじの花こども園保育参観小鳥谷ふじの花こども園保育参観

親子でふれあうスポレク学級親子でふれあうスポレク学級
１月11日に一戸学童クラブでは、冬休みのイベントと
して室内で楽しめるパフェづくりを行いました。新型コ
ロナウイルス感染症が流行し、実施を見送っていたイベ
ントでしたが、５類への移行を機に子ども達が喜んで参
加できるクッキング「パフェ作り」を計画することができ
ました。
学童クラブならではの異年齢交流をしながら、こども

達はバニラアイスにバナナなどのトッピングをして個性
豊かなパフェに大歓喜の様子でした。今後もコロナ禍
で制限されていた活動を、創意工夫しながら子どもたち
の体験の機会を増やしていきたいと思います。

小鳥谷ふじの花こども園（園長：櫻井美紀子）は、２月
６日、２歳児クラス１組、３歳児クラス５組、４歳児クラス
４組、５歳児クラス２組の計12名による保育参観を行い
ました。
今年の保育参観はいちのへサンビレッヂクラブ、西舘
敦コーチによるスポレク学級を行いました。子どもたち
だけでのスポレク学級は毎月実施していますが、保護者
と一緒に実施することで保護者の方にこどもたちの成長
を見てもらいながら、一緒に体を動かして運動を楽しむ
ことができました。　　
親子で体を動かしながら会話を楽しんだりスキンシッ

プを取ったりと、楽しい時間を過ごすことができました。

1�

2� 3�

1 12月２日にご家族に囲
まれてお祝いをする峠
舘ミズ様。

2１月10日入所する施設
でご家族と共にお祝い
をする中村チヨ様。

3２月５日、本会大道正樹
会長より記念品贈呈を
うける山田サタ様。

街頭募金活動を行う高校生ボランティア。軒下の重くて手強い雪もみんなで協力して除雪。

地域のやさしさ集まる赤い羽根街頭募金地域のやさしさ集まる赤い羽根街頭募金

いちのへあったか冬マルシェ2023いちのへあったか冬マルシェ2023
除雪を通じて広がる交流の輪除雪を通じて広がる交流の輪
奥中山中学校スノ奥中山中学校スノーーバスタバスターーズ大活躍ズ大活躍

12月10日、一戸高校敷地内で開催されたいちのへ
あったか冬マルシェ2023に併せて、赤い羽根共同募金
街頭募金活動を実施しました。街頭募金活動には一戸
高校（高橋幸美校長）の生徒計５名がボランティアとして
協力し、イベント会場を歩きながら来場者へ募金の呼びか
けを行いました。
今回の街頭募金活動では、来場者、出展者や協力者ら

から総額11,298円の募金が寄せられました。頂いた募金
は、一戸町共同募金委員会を通じて地域福祉活動に役立
てられます。ご協力ありがとうございました。

１月５日、奥中山中学校（永本一志校長）の１・２
年生によるスノーバスターズが、地区内の高齢者宅
３世帯と奥中山みどりの森こども園の除雪活動を行
いました。
今年は暖冬の影響もあり、例年になく重く湿った雪

に苦労する場面も見られましたが、除雪を通じて高
齢者の方やこども園の子どもたちと世代を超えた交
流の機会となりました。　　
奥中山中学校をはじめ奥中山地域の皆さまのご協

力、ありがとうございました。
1歌を歌いながら輪になってリズム遊びを楽しんでいました。
2終了後、子どもたちからほさな会へプレゼントが送られました。

地域資源を活かし地域課題に向き合う地域資源を活かし地域課題に向き合う

中田地区サロンと中田地区サロンと
子どもの家保育園交流会子どもの家保育園交流会

中田地区でふれあいいきいきサロン事業を実施しているほさな
会（岡ケイ子代表）と子どもの家保育園（古舘稲子園長）は、２月
27日、ふれあい交流会を行いました。
この交流会は、中田町内会が令和４年度から取り組んでいる
住民支え合いマップ作成事業

※
を受け、地域内に保育園があること

や子育て中の世帯が多いこと等の地域の良さを活かした地域づ
くりの実現に向け、地域住民が主体となって企画したものです。
交流会では、ほさな会お手製のお手玉を使った交流や音楽を

通じた交流等を楽しみました。
※地図を広げて、その地域の資源・要援護者等の情報を記入し、また関係性を線
で引くことで「福祉のまちづくり」への課題と解決策を見出す取り組み。

1�

2�
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5 月1日より日本赤十字社活動資金
増強運動がスタートします

　一戸町社会福祉協議会では、ボランティやサロン活
動、福祉サービスなどの活動に対してのリスクに備え
るための各種「社協の保険」の申し込み受付を開始し
ています。
保険の種類：ボランティア活動保険

ボランティア行事用保険
ふれあいサロン・社協行事傷害補償
福祉サービス総合補償　他

問い合わせ先：一戸町社会福祉協議会
（TEL 0195-33-3385）

令和６年度各種「社協の保険」の
受付を開始します

　皆様から寄せられた活動資金等は、災害救護支援活
動を始め、様々な人道的活動の基盤整備等日本赤十字
社の活動資金として大切に使わせていただきます。
　4月末から 5月にかけて、各地区行政連絡員または
班長が各世帯を訪問しますのでご協力のほどお願いい
たします。
運動期間：５月１日～５月31日
活動資金納入の目安 ：一般会員800円、特別会員2,000円、

法人会員10,000円程度（あくまで目
安です。）

問い合わせ先：日本赤十字社一戸町分区（一戸町社会福祉
協議会内 TEL 0195-33-3385）

昨
年
７
月
の
秋
田
県
大
雨
災
害

と
９
月
の
い
わ
き
市
台
風
13
号
豪

雨
災
害
を
受
け
、
秋
田
市
と
い
わ
き

市
の
両
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、災
害
Ｖ
Ｃ
）へ
、北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
の
一
員
と
し
て
各

４
日
間
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
と
は
、
被
災
者
の
困
り

ご
と
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
人
た
ち
に
関
す
る
調
整
・
企
画
機

能
を
有
す
る
相
談
窓
口
で
あ
り
、
そ

の
多
く
は
被
災
地
の
社
協
が
中
心

に
な
り
福
祉
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
専
門

職
組
織
等
と
協
働
で
運
営
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総

合
調
整
機
関
と
し
て
災
害
時
に
活

動
を
行
う
こ
と
も
、
社
協
の
役
割
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

運
営
に
は
、
被
災
地
近
隣
の
社
協

や
都
道
府
県
社
協
が
主
と
し
て
携

わ
り
ま
す
。
し
か
し
先
日
の
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
な
災
害
級
の
規
模

の
も
の
は
全
国
の
各
社
協
が
被
災

地
社
協
の
応
援
を
行
い
ま
す
。

秋
田
市
の
大
雨
災
害
は
、
令
和
４

年
に
一
戸
町
が
経
験
し
た
河
川
の

氾
濫
等
に
よ
り
住
家
等
に
水
が
流

れ
込
ん
だ〝
外
水
〟被
害
と
異
な
り
、

河
川
か
ら
離
れ
た
市
街
地
の
排
水

処
理
が
間
に
合
わ
ず
、
水
に
浸
か
る 

〝
内
水
〟被
害
が
目
立
ち
ま
し
た
。
被

災
地
区
の
全
世
帯
へ
困
り
ご
と
確

認
（
ニ
ー
ズ
調
査
）
の
た
め
に
個
別

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
床
上

50
㎝
の
浸
水
を
受
け
た
住
民
か
ら

「
発
災
か
ら
２
カ
月
経
っ
て
も
ま
だ

自
宅
に
戻
れ
て
い
な
い
。
隣
町
の
息

子
宅
か
ら
通
い
な
が
ら
片
付
け
て

い
る
。開
発
で
対
岸
の
嵩
が
上
が
り
、

行
き
場
の
な
い
水
が
自
宅
に
入
っ
て

き
た
。」と
発
災
時
の
様
子
を
詳
細
に

お
伝
え
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
特
に
印

象
的
な
出
来
事
で
す
。

ま
た
、局
所
的
な
台
風
被
害
が
あ
っ

た
い
わ
き
市
で
は
、
活
動
先
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
送
迎
を
は
じ
め
、活
動
や
個

別
訪
問
で
得
た
情
報
処
理
等
の
事
務

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
の
よ
う
に
日
本
各
地
で
起
き

て
い
る
自
然
災
害
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
被
災
地
域
の
特
性
や
発
災
時
期
、

規
模
に
よ
り
、
災
害
Ｖ
Ｃ
も
状
況
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
動
き
が
求
め
ら
れ

ま
す
。ま
た
、報
道
の
み
で
得
た
情
報

に
よ
り
早
期
に
個
人
判
断
で
支
援
に

入
る
こ
と
が
、
よ
り
一
層
被
災
者
や

地
域
の
負
担
と
な
り
兼
ね
な
い
こ
と

を
改
め
て
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
側
の
助
け
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の
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今
回
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今
後
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来
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
備
え
と
な
り
、

ま
た
被
災
地
及
び
被
災
者
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援
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
々
研
鑽
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責

：

事
務
局
長　

関
上
祐
児
）

いわき市社会福祉協議会災害VC開所準備の様子。

発災から２か月が経った秋田市内。水路が氾濫し、
写真右手前より２件が床上50～70㎝浸水、3件目は
床下。4件目以降被害なし。

校内で集めた義援金を日本赤十字社一戸町分
区へ送る一戸中学校の皆さん。

日本赤十字社一戸町分区と一戸町共同募金委員会では、令和６年元日に
発生した能登半島沖地震災害に伴い、町内下記施設にて災害義援金の募
集を行っております。引き続き皆さまのご協力をお願いいたします。

募集期間：令和６年２月５日～12月27日まで
受付場所：一戸町役場、総合保健福祉センター、各地区センター、

来田保養センター、いちボラ＋（旧一戸幼稚園内）

総額 288,122円令和6年2月末時点の募金納入実績

応援派遣レポート
秋田市·いわき市災害ボランティアセンター

被災地社協への職員応援派遣報告

能登半島地震災害義援金募集能登半島地震災害義援金募集令和
６年

今年もめおと長寿祝の写真を見ることが出来て良
かったです。私たちもここにのることが出来るのかと
話しています。
▶めおと長寿祝は今後も継続的に行う予定です。
その際はぜひ取材に伺います！

チャイルドシート無料貸出がおしらせにのっていてよ
かったと思います。以前ホームページで調べたがわ
かりませんでした。
▶ご意見をもとにホームページにチャイルド
シート無料貸出のコーナーを作成いたしま
した。今後もぜひご意見をお寄せください。

一戸オレンジカフェも興味深いです。皆さんの活
躍をみて、自分自身も頑張っていきます。
▶オレンジカフェをはじめとした地域の福祉
情報を分かりやすくお届けできるように、
私たちも頑張ります！

「広報ゆいっこ編集係」にお寄せいただいた皆
さんの声をご紹介します。（町外の方からもお寄せい
ただきました！）

ゆいっこvoice
こんにちわ
ヨロシク

A

　ふれあいいきいきサロンを子どもの家保育所で実施し
ているほさな会の交流の様子（５ｐできごとフラッシュ参
照）。子どもたちはほさな会の皆さんから手作りのお手
玉や折り紙をプレゼントされ、夢中で楽しんでいました。

表紙の
紹　介

社協からのお知らせ

令和６年度各種地域福祉活動助成金・
補助金申請受付について

「ふれあい・いきいきサロン助成事業」
　一戸町社会福祉協議会では、「ふれあい・いきいきサ
ロン助成事業」の申請受付を行っています。
対象：町内で定期的に福祉活動を行う団体
申請方法：問い合わせ先に電話または来庁後、書類申請

※令和５年度実施団体には書類郵送
助成金額：一回一人当たり100円

※例：会員10名の団体が月1回（年間12回）活動
した場合／年間助成額は、10名×12回×100円＝
12,000円となります。（上限なし）

問い合わせ先：一戸町社会福祉協議会
（TEL 0195-33-3385）

「地域保健福祉活動支援事業補助金」
　一戸町福祉課では、「地域保健福祉活動支援事業補助
金」交付申請を受け付けています。
対象：町内で高齢者の介護予防、閉じこもり防止活動を行う

団体
申請方法：問い合わせ先に電話または来庁後書類申請
助成金額：補助対象経費の10分の8以内で上限30,000円
問い合わせ先：一戸町福祉課、一戸町地域包括支援センター

（TEL 0195-32-3700）

　一戸町社会福祉協議会では、介護を要する方の通院
時移送支援サービス運転ボランティアを募集します。
お申込み・お問い合わせは下記までご連絡ください。
資格：①普通自動車第二種免許所持の方

②自家用有償運送運転者講習を受講された方または
受講可能な方

上記①②いずれかに該当する方で70歳未満の方
募集期間：令和６年３月末～随時
問い合わせ先：一戸町社会福祉協議会

（TEL 0195-33-3385）

通院時移送支援サービスの
運転ボランティアを募集します

育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で 67



　今年は例年にない暖冬となり、穏やかながらも雪景色にもの恋しさを覚える日々
を過ごしています。さて、今年度を振り返ると昨年度よりも多くの方に出会ったり、
お世話になったりする機会が増えたように思いました。この時期に手帳を買い替え
る度に、カレンダーが埋め尽くされた週や、未完成のやりたいことリストなどを見
て、来年はどんな１年が待っているのかとわくわくしています。１年間ゆいっこを
ご覧いただきありがとうございました！新しく始まる新年度が皆さんにとってもす
てきな１年になることを願っています。

各種相談日程表

（高橋）

編集後記

読者プレゼント

社会福祉法人
一戸町社会福祉協議会
〒028 -5312　一戸町一戸字砂森93-2
（一戸町総合保健福祉センター内）    
TEL 0195-33-3385 
FAX 0195-33-2737
ホームページ 
https://ichinohe-shakyo.jp/

　頂きましたご寄付は、
地域福祉事業の推進のた
め使用させて頂きます。
ありがとうございました。

　社会福祉協議会では、被災された方々を支援するための
義援金を次の通り受付しております。頂いた義援金は岩手県
共同募金や日本赤十字社岩手県支部を通じて全額被災地の
方々へ届けられます。皆さまのご協力をお願いいたします。

災害義援金募集のお知らせ

・�令和５年７月大雨災害義援金
福岡県・佐賀県・石川県支部：令和６年３月29日（金）まで

・�令和６年能登半島地震災害義援金
本社・石川県・富山県支部：令和６年12月27日（金）まで
福井県支部：令和６年３月29日（金）まで
新潟県支部：令和６年６月28日（金）まで

　その他、各種国内外義援金ついても受付しております。
一戸町社会福祉協議会（TEL 0195-33-3385）までお問い
合わせください。

こんにちわ
ヨロシク

A

寄付御礼
一戸町社会福祉基金への寄付
（令和５年11月～令和６年３月取扱分）

◆一戸町文化協会 様	 金　３０，０００円　也
◆匿名 様	 金　５０，０００円　也
◆一戸町地域婦人団体 様	 金　３０，０００円　也

一戸町社会福祉協議会への寄付
（令和５年11月～令和６年３月取扱分）

◆匿名 様	 金　５０，０００円　也

　本誌への感想や当協議会への意見など、アンケートに
答えていただいた方の中から抽選で3名の方に一戸町の
特産品(1,000円相当)をプレゼントします。
　応募を希望される方は、❶住所❷氏名❸年齢❹電話
番号❺本誌への感想や当協議会に対する意見などを明
記の上、はがきまたはメールにて編集係までお送りくだ
さい。発表は、発送をもって替えさせていただきます。

▶はがき　
〒028-5312　一戸町一戸字砂森93-2
一戸町社会福祉協議会「広報ゆいっこ編集係」
▶メール
ichinohe-shakyo@themis.ocn.ne.jp

応募方法

お問い合わせ
フォーム

無料法律相談 多重債務相談 あすいろ（自立相談支援機関） ふれあい相談

開催日

４月９日（火）
4月23日（火） ４月16日（火）

月曜日～金曜日
土日祝祭日・
年末年始休み

月曜日～金曜日
土日祝祭日・
年末年始休み

５月14日（火）
５月28日（火） ５月21日（火）

６月11日（火）
６月25日（火） ６月18日（火）

時　間 10：00～15：00 10：00～15：00 8：30～17：00 8：30～17：15

場　所
二戸消費生活センター
（二戸合同庁舎内）

TEL 0195-23-5800　※要予約

OneDishあすいろ
TEL 0195-43-3525

一戸町社会福祉協議会
（一戸町総合保健福祉センター内）
TEL 0195-33-3385

（ ）（ ） （ ）（ ）


